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ま
ず
、
第
１
の
行
動
は
、
２
０
０
８
年

９
月
２
日
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｃ
第
47
回
定
期

大
会
の
場
で
、「
不
安
定
労
働
に
反
対
す

る
決
議
」（
別
掲
囲
み
）を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｃ

女
性
連
絡
委
員
で
も
あ
る
冨
樫
洋
子
代

議
員（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）が
提
案
し
、
満
場
の
拍

手
で
こ
れ
を
採
択
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
決
議
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
金
属
労
連
）が

昨
２
０
０
７
年
11
月
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る

中
央
委
員
会
で
決
定
し
た
「
10
・
7
Ｉ

Ｍ
Ｆ
不
安
定
労
働
に
対
抗
す
る
世
界
行

動
デ
ー
」
に
向
け
た
Ｊ
Ｃ
の
ア
ピ
ー
ル
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
決
議
で
は
、

特
集
「
不
安
定
労
働
と
の
闘
い
」
1

も
の
づ
く
り
産
業
労
働
者
の
立
場
か
ら
政

府
、
経
営
側
、
関
係
方
面
に
対
し
て
、「
良

質
な
雇
用
の
創
出
に
向
け
て
の
最
大
限

の
努
力
」
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

不安定労働反対決議を満場一致の拍手で採択

IMF-JC第47回大会で不安定労働に対する行動を訴えた
マレンタッキIMF書記長

10
・
7
Ｉ
Ｍ
Ｆ「
不
安
定
労
働
に
対
抗
す
る

2
0
0
8
年
世
界
行
動
デ
ー
」に
お
け
る

Ｉ
Ｍ
Ｆ-
Ｊ
Ｃ（
金
属
労
協
）の
ア
ク
シ
ョ
ン

「
10
・
7
不
安
定
労
働
に
対
抗
す
る
世
界
行
動
デ
ー
」へ
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
も
世
界
の
仲
間
と
共
に
、
３
つ
の
行
動
を
展
開
し
た
。

不
安
定
労
働
反
対
決
議
を
提
案
す
る
冨
樫
代
議
員

Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
第
47
回
定
期
大
会
で「
不
安
定
労
働
に
反
対
す
る
決
議
」を
採
択

１
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特特集集 不不安安定定労労働働ととのの闘闘いい

不安定労働に反対する決議
グローバル化の急速な進展に伴い、世界中で不安定労働が増大し、勤労者の生活基盤を脅かすとと

もに、格差拡大を招いている。このようなグローバル化の負の側面に対し、ＩＭＦ（国際金属労連）は、10
月７日を「2008年不安定労働に対抗する世界行動デー」として、世界中の組織に一斉行動を求めている。
わが国でも３分の１を超える勤労者が、非正規従業員として派遣、請負、パートなど不安定な雇用形態

で働いている。勤労者にとって、就業形態の選択肢は必要である。しかし、現実には自らの意思に反し、
賃金・労働条件の低い不安定労働に就いている多くの勤労者がいる。不安定労働の拡大は、国内市場
の縮小、格差の拡大、新たな階層社会をもたらし、社会の不安定化をまねく。加えて、長期雇用の中で
蓄積される従業員の技術・技能、経験に裏づけられた判断力と創意工夫という、わが国ものづくり産業
最大の「強み」を喪失させることにもつながる。わが国経済の持続可能性、社会の安定、産業の活力を
損なうことは明らかである。
われわれは、「世界行動デー」にちなみ、ここに改めて「良質な雇用」の創出を求め、政府、経営側、お

よび関係方面に対し、強くアピールしていく。

1．政府および経営側は、「良質な雇用」の創出に向け、最大限の努力をしていくこと。

2．「良質な雇用」とは、ヒューマンな長期安定雇用、あるいは、短期雇用の場合は本人
の希望によるものであり、同一価値労働同一賃金の原則に貫かれた均等・均衡待遇
が実現されているものであること。

3．偽装請負の根絶、日雇派遣の禁止はもとより、短期雇用かつ間接雇用という「二重の
不安定」は、厳しく制限すること。

4．正社員としての就職を促進するため、「若年者トライアル雇用」「ジョブ・カード制度」
などを活用していくこと。また政府による生活資金や住居の支援も拡充すること。

5．保育所、学童保育の質・量両面の拡充を図ること。ひとり親などが安定して働き、安
心して子育てできる環境を整備すること。

6．制度の悪用による問題が生じている外国人研修・技能実習制度については、その運
用の厳格化・適正化を図るとともに、日系人労働者については、定住を前提とした制
度整備を進めること。

7．世界のあらゆる事業所において、中核的労働基準を遵守し、労使対等と公正な成果
配分を実現すること。

われわれ金属労協は、雇用・労働分野に生じているグローバル化の負の側面に対し、断固として
立ち向かい、「労働の尊厳」を取り戻し、もって全世界の勤労者の生活向上、産業の健全な発展、経
済の安定成長を追求していくことを、ここに決議する。

2008年9月2日
全日本金属産業労働組合協議会
第47回定期大会
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第
２
の
行
動
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

宛
の
不
安
定
労
働
の
是
正
に
向
け
た
要

請
文
を
、
９
月
２
日
の
第
47
回
定
期
大

会
で
採
択
し
た
「
不
安
定
労
働
に
反
対
す

る
決
議
」
を
添
え
て
、
村
木
太
郎
総
括
審

議
官
（
国
際
担
当
）に
手
渡
し
た
。「
Ｉ
Ｍ

Ｆ
不
安
定
労
働
に
対
抗
す
る
世
界
行
動

デ
ー
」
で
あ
る
2
0
0
8
年
10
月
７
日
、

韓
国
金
属
労
連
と
の
協
議
を
終
え
帰
国

し
た
西
原
金
属
労
協
議
長
と
若
松
事
務

局
長
は
、
羽
田
空
港
か
ら
厚
生
労
働
省

に
直
行
し
た
。
厚
生
労
働
省
と
し
て
も
、

「
不
安
定
労
働
に
反
対
す
る
決
議
」
に
沿

っ
た
労
働
政
策
を
実
行
し
、「
良
質
な
雇

用
」
の
創
出
と
「
労

働
の
尊
厳
」
の
回
復

に
努
め
ら
れ
る
よ
う

不
安
定
労
働
の
是
正

に
向
け
た
要
請
を
行

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、

厚
生
労
働
省
の
方
か

ら
も
、「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
‐
Ｊ

Ｃ
の
主
張
し
て
い
る

『
良
質
な
雇
用
』
は
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
な
ら
び
厚
生

労
働
省
と
し
て
も
推

進
し
て
い
る
『
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
ワ
ー
ク
』
に

沿
っ
た
も
の
で
あ

り
、
十
分
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
な
ど

の
見
解
が
示
さ
れ

た
。

10
・
7
に
西
原
議
長
が
厚
生
労
働
省
に
「
不
安
定
労
働
反
対
」
で
要
請

2

厚生労働省村木総括審議官に要請書を手渡す西原金属労協議長（左）

厚生労働省に要請を行う西原議長（左列中央）と若松事務局長（左端）



9 IMF JC 2008 Autumn

特特集集 不不安安定定労労働働ととのの闘闘いい

２
０
０
８
年
10
月
９
日
（
木
）
夕
刻
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
「
不
安
定
労
働
に
対
抗
す
る
世
界

行
動
デ
ー
」の
一
環
と
し
て
、
連
合
と
Ｉ

Ｍ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
各
Ｇ
Ｕ
Ｆ

（
国
際
産
業
別
組
織
）
日
本
組
織
は
、「
デ

ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
世
界
行
動
デ
ー
10
・

９
中
央
集
会
」
を
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂

で
共
同
開
催
し
た
。
同
集
会
で
は
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ
‐
Ｊ
Ｃ
加
盟
産
別
お
よ
び
Ｉ
Ｍ
Ｆ
‐

Ｊ
Ｃ
事
務
局
を
は
じ
め
１
、
５
０
０
名

の
労
働
組
合
代
表
が
参
加
し
た
。
Ｊ
Ｃ

事
務
局
も
、「
不
安
定
労
働
反
対
」
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
、
そ
ろ
い
の
黄

緑
の
パ
ー
カ
ー
を
着
込
ん
で
参
加
し
た
。

集
会
壇
上
に
は
、
西
原
議
長
も
黄
緑
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
の
パ
ー
カ
ー
を
着
て
登
壇
、
Ｇ

Ｕ
Ｆ
代
表
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

中
央
集
会
に
は
、
労
働
組
合
の
国
際

組
織
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）や
韓
国
労
総
（
Ｆ
Ｋ

Ｔ
Ｕ
）の
代
表
も
出
席
し
、
国
際
的
な
取

り
組
み
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
日
本

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ユ
ニ
オ
ン
や
地
方
連
合
会

（
連
合
大
阪
）
か
ら
も
職
場
と
地
域
で
、

人
間
ら
し
い
働
き
方
を
求
め
る
日
々
の

奮
闘
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
民
主
党

か
ら
鳩
山
幹
事
長
も
駆
け
つ
け
、
政
治

の
立
場
か
ら
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
の

実
現
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
連
帯
の

挨
拶
も
さ
れ
た
。

集
会
の
ま
と
め
と
し
て
、

古
賀
連
合
事
務
局
長
か
ら

取
り
組
み
報
告
と
決
意
が

述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
連
合
東
京
の

女
性
委
員
会
の
岡
田
麻
美

さ
ん（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）か
ら
「
政
権

交
代
を
実
現
し
、
均
等
待

遇
の
実
現
、
労
働
者
派
遣

法
の
改
正
、
時
間
外
割
増

率
の
引
き
上
げ
、
最
低
賃

連
合
と
Ｊ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｇ
Ｕ
Ｆ
で

「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
中
央
集
会
」
を
共
同
開
催

3

GUFのIMF代表として紹介を受ける西原JC議長

ディーセントワーク世界行動デー10.9中央集会で挨拶する高木連合会長
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世界の労働者の現状を報告する
ITUCジュネーブ事務所ビオンデ所長

アピールを提案する岡田麻美さん
（JAM ）

そろいの黄緑のパーカーを着込んで参加したIMF-ＪＣ事務局メンバー（日比谷公会堂）

金
の
大
幅
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
！
」

と
の
ア
ピ
ー
ル
が
読
み
上
げ
ら
れ
採
択

さ
れ
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
、
会
場
の

日
比
谷
公
会
堂
か
ら
、
銀
座
、
東
京
駅

前
を
通
り
、
常
盤
橋
公
園
ま
で
、「
不
安

定
労
働
反
対
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど

を
持
っ
て
、
働
く
す
べ
て
の
人
た
ち
へ
の

労
働
の
尊
厳
の
回
復
、
公
正
な
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
基
本
的
な
権
利
の
尊
重
、
ス
ト
ッ

プ
！
ザ
・
格
差
社
会
、
失
業
や
不
安
定
雇

用
労
働
者
の
な
い
社
会
の
実
現
を
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
行
進
し
、

道
行
く
人
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
Ｊ

Ｃ
加
盟
産
別
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
行
進
に

参
加
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
事
務
局
も
、
西

原
議
長
、
若
松
事
務
局
長
を
中
心
に
「
不

安
定
労
働
反
対
！
！
」の
横
断
幕
を
先
頭

に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ-

Ｊ
Ｃ
の
の
ぼ
り
旗
や
プ
ラ

カ
ー
ド
を
手
に
持
ち
、
銀
座
通
り
を
行

進
し
、
道
行
く
人
々
に
「
不
安
定
労
働
反

対
」
を
訴
え
た
。

銀座通りでアピール・ウォークする西原議長・若松事務局長らJC事務局
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特特集集 不不安安定定労労働働ととのの闘闘いい

世界40カ国以上で金属労働者が統一行動を展開
2008年10月７日、ＩＭＦ「不安定労働に対抗する世界行動

デー」を中心に、ＩＭＦの呼びかけに応じて、世界40カ国以

上で、「世界の不安定な労働、職場、仕事」に対抗して統一

行動を展開した。

ＩＭＦのマルチェロ・マレンタッキ書記長は、「正義のために世

界の労働者の動員を」と題して次のように呼びかけている。

「２００８年９月末から10月7日まで、国内・地域・世界レベル

の労働組合運動全体が、不安定労働の根絶を要求するた

めに世界中で労働者を動員する。

あらゆる形態の不安定労働は各種領域の労働者の間に

分裂を引き起こすため、労働者だけでなく企業にとっても危

険であり、容認できるものではない。すべての労働者とその

家族が、社会的保護や適切な医療、年金、教育の機会を

必要としている。これらは国際法で保証された基本的権利

であり、すべての国々で国内法に統合しなければならない。

不安定労働は、労働者の基本的権利の遵守の最も大

きな障害になっている。毎日、ますます多くの労働者は、

組合に加入する権利のない不安定労働に従事しているこ

とに気づいている。

労働の不安定な形の増大は、現在直面している世界的

な財政危機につながったと同じ方針の失敗の直接的な結

果である。これらの方針は変わらなければならない。

世界中の金属産業労働者の動員は、一時的な不安定な

労働はストップしなければならないとの明確な表明である。

安定したディーセントな労働を提供することにより重点を置

かなければならない」と。

ＩＭＦ（国際金属労連）は、世界中の40カ国以上の加盟組

織から、統一行動についてのレポートを受け取っている。

金属労働者と彼らの組合は、アルゼンチン、オーストラリ

ア、ベルギー、ブラジル、ブルガリア、チリ、コロンビア、キ

ュラソ、チェコ共和国、ドミニカ共和国、フィンランド、フラ

ンス、ドイツ、ホンジュラス、ハンガリー、インド、インドネシ

ア、イタリア、日本、コソボ、マケドニア、マレーシア、メキ

シコ、ノルウェー、パキスタン、ペルー、フィリピン、ポーラ

ンド、ロシア、セルビア、南アフリカ、韓国、スペイン、スリ

ランカ、スウェーデン、タイ、トルコ、ウクライナ、ウルグア

イとベネズエラで不安定労働に対抗する統一行動に参加

した。

東京駅前通りをアピール・ウォークするJC事務局、電機連合などJCの仲間たち

アピール・ウォークするJC事務局
そろいのパーカーの背には、英語で
「不安定労働反対」の文字が！


